
社 会
１ 得点分布及び大問ごとの正答率

〈表１〉得点分布 〈グラフ〉得点分布
割合 Ｒ３ Ｒ２

得点 ％ ％

１００ ０.０ ０.０

９０～９９ ０.５ ２.７

８０～８９ ６.７ ８.６

７０～７９ １５.１ １３.８

６０～６９ ２０.３ １７.０

５０～５９ １７.１ １９.０

４０～４９ １８.６ ２０.３

３０～３９ １１.９ ９.８

２０～２９ ７.１ ６.８

１０～１９ ２.５ １.７

１～ ９ ０.２ ０.２

０ ０.０ ０.０

＊合格者の中から、無作為に抽出した６３０人(15.5％)の結果である。

〈表２〉大問別の正答率の経年比較

大問 主 な 内 容 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度

１ 地理的分野 ６２．３ ６０．５ ６９．９ ７０．２ ６０．４

２ 歴史的分野 ５２．２ ６１．７ ５４．７ ４４．２ ４７．４

３ 公民的分野 ４５．６ ５５．０ ５６．２ ５４．８ ５４．１

４ 分野融合 ４５．３ ５０．８ ４８．３ ５０．０ ５７．５

２ 分析結果の概要

合格者の社会の平均点（※）は、52.7点で昨年度と比べ下降した（昨年度53.3点）。
（※）平均点は全日制すべての合格者４，０５５人のものである。

〈表１〉に関して、60点台の人数が全体の20.3％で最も多い（昨年度は、40点台で20.3％）。70点

以上の人数は全体の22.2％で昨年度に比べ減少した（昨年度25.1％）。40点未満の人数は全体の21.7％

で昨年度に比べ増加した(昨年度18.6％)。

〈表２〉について、分野別の正答率は１地理的分野の問題が最も高かった。昨年度との比較では、

１地理的分野と３公民的分野が低くなり、２歴史的分野と４分野融合は高くなった。

「３ 小問ごとの学年・領域、出題内容・ねらい、正答率」について、正答率80％以上の問題数

は８問で、昨年度に比べ増加した（昨年度７問）。資料を用いて基礎的・基本的な知識・理解を問う

問題の正答率が高かった（１の１(1)、２(5)ア、２の１(1)、２(2)Ｙ、３の１(1)、(2)、２(4)、４

の１イ）。正答率40％未満の問題数は12問で、昨年度と同じであった（昨年度12問）。特に、歴史的

分野や公民的分野の、資料を基に考察して説明する問題の正答率が低かった（２の１(4)イ、３の１

(4)ウ、２(5)ア）。また、公民的分野の、基礎的・基本的な知識・理解を記述する問題の正答率が低

かった（３の２(1)(2)）。
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３ 小問ごとの学年・領域、出題内容・ねらい、正答率

学年
大問 小 問 ・ 出 題 内 容 ・ ね ら い 正 答 率（％）

領域

(1) 世界における米の生産の盛んな地域について理解している。 91.6

(2)
ケープタウンの気候の特色について、地図と資料を基に

20.3
考察し、判断することができる。

１
(3)

世界の主な国々における輸出品から貿易の特色について
54.6

理解している。

(4) 地
アフリカ大陸周辺のさんご礁の分布の違いについて、

74.9
理

緯度や海流を基に考察し、説明することができる。

１
(1)

的
日本の地域構成について、地域区分を理解している。 73.0

(2) 分
茨城県の自然環境について理解しており、適切な内容を

58.9
野

判断することができる。

２ (3)
資料から４道県の気候の特色を読み取り、適切な内容を

71.7
判断することができる。

(4)
東北地方への工場進出の地理的条件について、資料を基

43.8
に考察し、説明することができる。

(5)
日本における都市圏の成立や都市と地方の結び付きにつ ア92.1
いて、資料を基に考察し、説明することができる。 イ53.8

(1) 聖徳太子と法隆寺の関係について理解している。 95.6
(2) 元寇とその当時の日本の対応について理解している。 52.4

(3)
資料から各時代の特色を読み取り、時代の流れを判断す

54.1
ることができる。

１
(4) 歴

豊臣秀吉のキリスト教への対応と信者数の増加の関係に ア67.5

史
ついて、資料を基に考察し、説明することができる。 イ12.7

２
(5) 的

鑑真をまねいた目的とその当時の新羅との関係につい ウ32.3

分
て、資料を関連付けて考察し、説明することができる。 エ35.6

(1)
野

元禄文化について理解している。 47.1

(2)
第二次世界大戦後の日本の経済状況と世界の動きとの関連に Ｘ36.7

２
ついて理解している。 Ｙ84.8

(3)
江戸幕府の主な政治改革の相違点や共通点について、資 ア45.2
料を基に考察し、説明することができる。 イ36.8

(4)
立憲制国家の成立の意義や、アジアにおける英露の対立 ウ27.9
について、資料を基に考察し、説明することができる。 エ42.0

(1) 議院内閣制について理解している。 87.1
(2) 最高裁判所の役割について理解している。 86.8

１ (3)
インターネット利用のルールについて、多角的な立場か ア74.8
ら考察し、その根拠となる資料を説明することができる。イ47.1

(4)
公 ネーミングライツ制度がもたらす地方財政面での利点や地域 ウ28.8
民 活性化について、資料を基に考察し、説明することができる。エ48.2

３ (1) 的 社会資本について理解している。 19.8
(2) 分 国際連合の主要な組織について理解している。 34.2
(3) 野 大企業と中小企業の特色について理解している。 65.1

２
(4)

ワーク・ライフ・バランスの考え方を理解し、多様な働き
86.0

方について、資料を基に考察し、説明することができる。

(5)
日本の社会保障の充実と、これからの目指すべき方向に ア 7.1
ついて、資料を基に考察し、説明することができる｡ イ48.1

１
地理的分野におけるフェアトレードについて、資料を基 ア69.4

分
に日本とイギリスを比較し、説明することができる。 イ89.0

２
野

歴史的分野における富岡製糸場の役割、公民的分野におけ ア40.5
４

融
る伝統と文化の継承について、資料を基に考察し、説明す

イ43.9
合

ることができる。

３
認証ラベルの役割について、地理的分野と公民的分野を関 ア79.4
連させながら、資料を基に考察し、説明することができる。 イ38.3
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４ 特徴的な問題

地理的分野

＜標準解答＞
イ

＜ねらい＞
この問題は、南半球に位置するケープタウンの気候の特色について、地図と資料を基に考察し、

適切な雨温図を選択する問題である。
＜分析＞
正答率は、20.3％であった。課題としては、赤道や北半球・南半球の意味を理解し、地図を活

用して地球を大まかにとらえることや気候などの自然環境に関する特色を地図から読み取ること
ができていないことなどが考えられる。
＜提案＞
授業では、地理的事象がなぜこの地域に見られるのか、既存の地図から読み取ったり、地図を

通して追究したりとらえたりする技能を育成していくなどの工夫も必要である。

歴史的分野

＜標準解答＞
エ

＜ねらい＞
この問題は、日本と海外との関わりについて、資料から各時代の特色を読み取り、年代の古い

順に並べ替える問題である。
＜分析＞
正答率は54.1％であった。課題としては、我が国の歴史の大きな流れを、世界の歴史を背景に、

各時代の特色を踏まえて理解できていないことなどが考えられる。
＜提案＞
授業では、我が国と諸外国の歴史や文化が相互に深くかかわっていることを考えさせることで、

歴史に見られる国際関係や文化交流のあらましを理解させるなどの工夫も必要である。

１

１
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歴史的分野

＜標準解答＞

ウ(例）立憲制国家の
しくみ

エ(例）ロシアの南下
に対抗する

＜ねらい＞
この問題は、立憲制国家の成立の意義や、アジアにおけるイギリスとロシアの対立について、

資料を基に考察し、説明する問題である。
＜分析＞
正答率はウが27.9％、エが42.0％であった。課題としては、大日本帝国憲法の制定や議会政治

の始まりなどの具体的事象について考察し、その歴史上の意義や我が国の国際的地位の向上に与
えた影響を十分理解できていないことなどが考えられる。
＜提案＞
授業では、歴史的事象の意味・意義や事象間の関連などを生徒が説明したり追究したりする活

動を重視することで、思考力、判断力、表現力等を養うとともに、学習内容のより確かな理解と定
着を図るなどの工夫も必要である。

公民的分野

＜標準解答＞

ア（例）自ら将来に備える

イ（例）社会全体で助け合う

＜ねらい＞
この問題は、日本の社会保障の充実と、これからの福祉社会の目指すべき方向について、複数

の資料を基に考察し、説明する問題である。
＜分析＞
正答率は、アが7.1％、イが48.1％であった。課題としては、少子高齢社会における社会保障

の問題をどのように解決していったらよいか、税の負担者として自分の将来とかかわらせてとら
えられていないことなどが考えられる。
＜提案＞
授業では、現代の社会的事象を単なる語句としてではなく、概念として習得させることが必要

である。また、基礎的・基本的な知識の確実な定着に加えて、現代社会の諸課題について具体的・
体験的事例を積極的に取り上げて、生徒に発表させたり、考察させたりするなどの工夫も必要で
ある。

２

２
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